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 公開講演会  
『児童虐待による脳への傷と回復へのアプローチ』 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































www3.ocn.ne.jp/~wspcan  ・  特定非営利活動法人和歌山子どもの虐待防止協会 
 
 
9 
先ほどの参加者からの発言にもあったように、津波あそび
なども、ダメだと否定しないことです。 
 
参加者：虐待が現在進行中のケースで、当の親に検査デー
タを示すことはできないか？ そうするともっと説得力が
増すと思います 
 
友田：倫理的に難しいのです。なかなか客観的データを得
ることはできない。発達途上ではむしろ評価が難しいので
す。ネグレクトではかならず栄養の問題がからんでくる。
成長が出来ないと脳の成長も出来ない。虐待が進行してい
るケースを現時点では研究対象とはしにくい。青年期をす
ぎてからは調べることは可能です。 
 
小池：尿のストレスホルモンを見る方法はある。けれども
客観的にむずかしいことが沢山ある。 
 
柳川：人種差があるのではないか？  
 
友田：今回お話しました研究対象は白人のものです。また
社会経済要因もきわめて大きいので、研究では両親の収入、
最終学歴などもすべて統計に入れるのです。日本ではこの
ような研究は難しい。しかし踏み込む必要はある。臨床家
は苦労しているので、検討する意味は大きい。３，４歳か
ら評価は可能なので縦断的研究が出来ないわけではない。
エピジェネティクスな変化についてもエビデンスがかなり
出てきた。動物研究でわかっていたようなデータが人でも
出てきつつあります。 
 2004年にカウフマンが良い研究をしました。セロトニン
トランスポータ多型においてはうつ病への素因性をもつグ
ループでも、ソーシャルサポートをきちんとすればうつ病
発症リスクが下がるというデータがそれです。うつ病発症
については脳由来神経栄養因子やオキシトシンなども関与
していると思うので、セロトニントランスポータだけでは、
もちろん説明できませんけれども。 
 
参加者：自治体で「こんにちは赤ちゃん訪問事業を実施中
ですが現在 37％という数字です。「エジンバラ産後うつ病
質問票」を導入してはどうかと提案している。また今後の
課題として行政による支援は市民と一体とならなければな
らない。日本とアメリカで虐待のとらえかたの違いがあり
ます。 
 
友田：子連れ留学をしたが、アメリカでは鍵っ子をつくら
ないことが徹底しています。日本のユルユルな通告制度と
は大きなちがいがあります。医療事情も異なり、お金がな
いと病院に連れて行くことが出来ない事情がある。「エジン
バラ産後うつ病質問票」については既に日本の各地で導入
されている。とっかりとしては他にもいくつか方法ありま
すが、保健師さんが入っていくにはよいと思います。 
 
小池：ぼくはちょっと意見がちがう。「エジンバラ産後うつ
病質問票」というのは生まれた後の対処なのです。しかも
国の予算をもらうのは手を挙げた自治体だけ。ほんとは生
まれてから対処したのでは遅い。  
 本日は様々な立場の市民が参加し、お話を聞くことがで
きました。この中で、おれもわたしも何かしてやろうとい
う、仲間が沢山できたと思います。有り難うございました。 
 
